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1990年 5月の 1ヶ月間，明治大学国際交流基金事業プログラムにより，
モントリオール大学 (Universityof Montreal)数学統計学科のイポ・ロー
ゼンパーグ教授を理工学部情報科学科に客員教授としてお迎えした，教授の
専門分野は，数学における普通代数 (universalalgebra)という分野である。
これは電子工学および理論計算機科学から言うと，ちょうど論理関数の理論
にあたる。氏はこの分野において著名であり，とくに，一般の多値論理関数
の合成Kおける完全性の判定について. 1965年に得られた決定的な結果は
有名である。
情報科学科の向殿および疋田輝雄はローゼンバーグ教授とは旧知である。
それぞれが以前rc.教授と共同研究を行ない論文を書いた経験がある。氏の
最近の研究分野は多岐に渡るが，最近ではいわゆる離散数学との接点におい
て数多くの論文を書いておられる。
教授は 1ヶ月の間，本学科の研究室に精勤され，インフォーマルなセミナ
ーにおける，新しいトピ y クについての議論でほとんど毎日を過された。つ
まり共同研究であり，非常に学問的な雰囲気であった。
また教授は本学科において，新しい成果についての講演をされた。講演は
3固にわたって行なわれた。それぞれ，この分野Kおける現在の先端的なト
ピタクである。氏ご自身の最近の仕事の紹介であり，そのうちのあるものは
邦人研究者との共同研究である。講演は専門家および大学院生が聴講した。
専門家にとって非常に興味深いものであったことはもちろんとして，学生K
とっても知的に刺激的な話であったと思われる。その日付と講演タイトルは
次の通りである。
一17-
5月11日 (情報科学科コロキウムを兼ねる)
Malcev algebras for universal algebra terms. 
(普遍代数の項に対するマリテ zフ代数)
5月 16日
Intersections of isotone clones and semirigid relations 
(単調増加クローンの共通部分と半厳密関係)
5月 28日
Kleene algebras and isotone clones for half bounded orders 
(クリーネ代数と半限界順序の増加クローン)
L 、ずれも専門的な内容であり，ここでその内容の説明はほとんどできない
が，第一の講演Kついてだけふれると，論理関数全体の集合において，関数
の合成等を関数に対する演算と見なして，これらの演算のなす代数系を等式
で特徴づけようというものである。なお，この講演の前半の時聞を費やして，
論理関数の分野の入門的および歴史的な事柄についての，初心者K対しての
懇切な話をされた。非専門家や学生にとってわかりやすくまた知的に刺激的
なものであった。
氏は，テ zコスロバキアのご出身ということもあり，英語，フランス語，
ドイツ語，ロシア語などいろいろの言語に堪能である。氏自身のご家庭内や
私たちとの会話，講演では英語を用いられるが，モントリオール大学でのふ
だんの講義や会話はフランス語だそうである。
氏は，以前の短い来日に続いての 2度目の日本での滞在であり，まだ日本
についての知識をたくさんは持っておられないが， 日本文化K対して非常K
興味を持っておられる。上野の美術館や博物館は休日の氏のお気に入りの場
所であった。学科のメンバーによる寿司庖における歓迎会では鮪をおおいに
楽しまれた。
ロ}ゼンパーグ氏K来校を感謝することは勿論であるが，同時に，このよ
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うな機会を得ることを可能にしてくれた国際交流プログラム K対して，また
大変ご助力をいただいた国際交流センタ}のスタッフ各位K対して，心から
の感謝の意を表する次第である。
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